
　今年８月に開館する「いいたて村の道の駅までい館」に、直売コーナーを開設する予定です。
それにともない、直売コーナーに農産物の出品を希望する村民への説明会を開催しています。
　説明会への参加を希望される方は、下記までご連絡ください。

◯ 日時と会場　　５月14日（日）午後１時30分から    交流センター「ふれ愛館」研修室

申し込み・問い合わせ　 ㈱までいガーデンビレッジいいたて（☎0244-42-1080）

村外での営農については

道の駅に直売コーナーを開設します
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景観作物の花畑情報

「農」に関わる事は何でもご相談ください
　昨年度から農政係で行っている農業者のヒアリングは、現在も継
続しています。活用できる補助事業の紹介や、申請・届け出の支援
も行っておりますので、農業でやりたいことがある方は、まずは身
一つで結構ですので、農政係まで相談においでください。
　なお、担当者が不在の場合もありますので、事前に日程を相談し
ていただけると助かります。ご連絡をお待ちしています。

問い合わせ　 復興対策課農政係（本庁☎0244-42-1621）

　販売を目的としない「生きがい農業」に要する費用を支援します。
事業の活用を希望する方は村農政係まで申請してください。

「農による生きがい再生支援事業」
１．補助対象…パイプハウス設置・修繕、小農具・生産資材等の購入等
２．補　助　率…補助対象経費×補助率50％【補助金上限：50万円】
３．申請方法…農政係に直接お越しの上、申請書に記入をお願いします
４．申請期限…毎月20日締め切り

問い合わせ 　復興対策課農政係（本庁☎0244-42-1621）

「農」による生きがいの再生を支援します！

　　　　今年度の動きやるぞ！

　今年度は、出荷制限・摂取制限の解除を受けて、いち早く
村内で、出荷を目的にした米・ホールクロップサイレージ・
トルコギキョウ・カスミソウ・リンドウ・野菜・繁殖子牛等
の生産を再開する農家がいらっしゃいます。また、松塚地区
では、県畜産研究所が主体となって、５月末頃から、母牛６
頭による水田放牧実証が始まります。複数の地域で、秋ソバ
の栽培を行う計画もあります。（右の営農再開マップをご覧
ください）

　土作りからの再スタートは並大抵ではありませんが、そう
した中で「農」にたずさわる皆さんには、必要な対策をしっ
かり実施して、胸を張って良い作物を作っていただきたいと
思います。皆さんの農業の復活にかける思いを共有し、村も
しっかりと支援をしていきます。

●営農再開マップ●

生きがい農業として、ブドウを村内の
農地に定植しました。シャルドネとメル
ロー合わせて100本です。震災後か
らワイン用のブドウを作っている川内
村の取り組みを学ばせてもらっていま
す。５年後には収穫したブドウでおい

長谷川芳博さん（伊丹沢）

４/20に村内でワイン用の
　ブドウを定植しました

しいワインを仕込みた
い。ゆくゆくは賛同する
人が全国から来て村に
住んでくれたらと夢も広
がります。

　村で農業ができない間、技術を持った農業者に農業を続けてもらえるよう、県外も含めてこれ
まで約50件の営農再開を支援してきました。現在は、村の他、県・国（官民合同チーム）が、そ
れぞれ訪問活動やヒアリングを行っていて、現状を踏まえたお話を改めてうかがっています。
※帰還困難区域の長泥地区の皆さんについては村外で営農再開するための支援事業があります。
　これまでも、村外で営農している畜産農家から、村内で使う牛糞堆肥の提供を受けるなどして
きました。村の農業者が互いに活かし合えるつながりを、協力してつくっていきましょう。

　農業復興組合や個人が、農地保全活動の一環として景観作物を栽培し、緑肥にしています。
　今年は、レンゲ・カラシナ・ポピー・ヒマワリなどの花畑が、村内で次々に見頃を迎える予定
です。どうぞ、お楽しみに。
※ 個人の土地にみだりに立ち入らないようご協力ください。　　　　　　　　　 写真はイメージです。
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県の水田放牧(実証)

はじめの一歩
やるぞ！

「農」の再生
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